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§1. 仕　様

PRESSURE  INDICATOR をお買い上げいただき有難う
ございます。最適な状態で使用していただくために、こ
の取扱説明書を有効にご利用下さい。

デジタル圧力指示計

取扱説明書　Ver.3.0

PZ-200

（１）一般仕様 （２）入力部

（３）表示部 （４）スイッチ出力

項　目
型    　　　　式
電    源    電    圧
消　費　電　流
使　用　温　度
使　用　湿　度
質　　　　　量
外　　　　　形

条　　　　件 規　　　　格
PZ－200
12～24VDC±10％

アナログ出力含む　＊ 80mA以下
0～50℃

40℃結露のないこと 35～85％RH
約150g

72（W）×72（H）DIN規格 外形寸法参照
＊：センサ用電源分は含まず。

入　力　信　号
入　力　方　法
入力インピーダンス
内　部　抵　抗
最 大 入 力 電 圧
最 大 入 力 電 流

シングルエンデッド
約120ｋΩ

4～20mA  入力設定時 51Ω
30V

4～20mA  入力設定時 70mA

1～5V  入力設定時

内部スイッチ切換

1～5V  入力設定時

1～5V／4～20mA

サンプリング回数
確　　　　　度

表　示　素　子
表　　示　　桁
分　　解　　能
オフセット可変幅

±0.1％Reading±２digit
±3digit／10℃

フルスケール表示値 ±3digit／10℃
LCD

000～1999 3　1／2桁
１digit
±200  digit

約４回／秒

オフセット表示値
校正後

フルスケール可変幅 内部スイッチ及びトリマ ±200～1000digit　
小数点点灯位置 102，101，100 パネル面スイッチ切換
極　性　切　換 正圧，負圧（－） パネル面スイッチ切換

最大表示（±1999）以上 表示１＊＊＊
オーバーレンジ の信号入力時 　＊：　消灯

文字高約12mm

温    度    特    性

設　　定　　数

出　　力　　数
出　力　形　態
応　　　　　差
出　力　方　式

4
応答　100mS

スイッチにより設定値表示 トリマーによる
４（ウインドモード時３）

内部スイッチ切換 スイッチ出力動作参照
約５digit
オープンコレクタ

0～1000

アナログ比較方式
①LL，②L，③H，④HH

出　力　容　量 １回路あたり 30V　100mA  max.

残　留　電　圧 流入電流　16mA  時 0.4V以下
流入電流　100mA  時 1.2V以下

LL，L，H，HH

設　定　範　囲 極性切換正圧時

比　較　速　度
設　定　方　式

ヒステリシス
ＮＰＮトランジスタ

警告
本製品（圧力センサ・圧力SW・圧力ゲージ・圧力インジケータ・漏液センサ等）は一般産業用部品として設計・製造されたものです。よって取扱いは充分な知識・経験を
持った人が各製品のカタログまたは仕様書および取扱説明書に記載されている条件・環境を確認し、お客様が使用される機械・装置・システムに本製品の適合性をご
確認の上、安全性を確保した上で使用してください。
本製品は、特に高信頼性が要求される用途（原子力制御・航空宇宙・軍用を含みますが、これらに限られません。）への使用を意図しておりません。保証内容は納入
仕様書に記載のとおりとし、当該仕様書に合致しない設備や機器（制御システムを含む）への使用（以下「違反使用」といいます。）についてお客様に損害が生じたと
しても、弊社は一切責任を負いません。
また、お客様が本製品を転売された場合において、第三者による違反使用によって第三者に損害が生じたとしても、弊社は一切責任を負わないものとし、仮に当該違
反使用に関して当社が第三者に対して損害賠償その他名目の如何を問わず金銭の支払いを行った場合には、弊社はお客様に対し、その全額について求償できるも
のとします。

警告
表示は不適切な使用をした場合、人が損害を被る可能性又は、甚大な物的損害の発生が想定される内容です。

＊：連成圧のセンサは非対応
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出　力　電　流
負　荷　抵　抗 0～250Ω

定電流出力、非アイソレート 4～20mA

パネルカット寸法

パネル板厚

パネルカット

（1～2.5mm）

69.5
72
69

72 68 72

40
（27）13

20

１ ５～
６ 10～
11 15～

：圧力センサ

：スイッチ出力

：アナログ出力及び電源

端子板

1 2 3 4 5
圧力センサ

電圧出力型

１～５V

OUT
V
COM.

シールド線

1 2 3 4 5
圧力センサ（２線式）

定電流出力型

4～20mA

COM.
V

シールド線

＋ ＋

1 2 3 4 5
ＣＯＭ（－）

センサ電源出力（＋）

4～20mA　定電流入力

１～５V　電圧入力

6 7 8 9 10 1112131415

LL L H HH COM

- -+ +COM

250Ω負荷
定電流出力
（４～20mA）

電源
（12～24VDC）

COM

：負荷
負荷用電源

＋0.5
   ０

68
.5
＋
0.
5

  
 ０

パネルカット寸法に従って穴をあけ、本体パネル前面より押し込むことにより、フックで固定されます。

フックを親指と中指で本体内部に押さえながら、パネル面へ押し出して下さい。

（１）パネル面への本体取付

（２）パネル面からの取り外し

§2. 外形寸法

§3. 端子結線

（６）アナログ出力

（５）スイッチ出力動作

ａ）上限モード ｂ）上下限モード ｃ）ウインドモード
ヒステリシス

ON

OFF
設定 LL L H HH

注）各設定の大小は任意

圧力（又は真空度）

ヒステリシス ON

OFF
設定LL L H HH

注）各設定の大小は任意
ヒステリシス

圧力（又は真空度）
LL L H HH

注）・L＜Ｈにして下さい。
　　　他の設定は任意

　　・Ｌ出力は常にＯＦＦ

圧力（又は真空度）

ON

OFF
設定

取扱いの注意
１．出力端子を、電源端子と短絡させないで下さい。破損の原因となります。
２．ウインドモード時は、Ｈ設定値＞Ｌ設定値になるよう設定して下さい。この条件では、正常出力となりません。



3

 （１）正面操作部機能説明

スイッチ出力表示

表示パネル フロントパネル フロントパネル開閉フック

端子板

型式銘板

正面 側面

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

POWER SET

SET
POL

１ ２ ３ ４

OZ

POLD.P

OUT
D.P

設定チャンネル表示
（緑色ＬＥＤ）

極性表示

デジタル表示 小数点

小数点設定（Ｄ．Ｐ）

極性設定（ＰＯＬ）

スイッチ出力表示
（赤色ＬＥＤ）

設定トリマ
３（Ｈ）

設定トリマ
２（Ｌ）

設定トリマ
１（ＬＬ）

ＳＥＴ  ＳＷＰＯＷＥＲ  ＳＷ 設定トリマ
４（ＨＨ）

（正面操作部）

圧力表示 ０ １ ２ ３ ４

PUSH PUSH PUSH PUSH
１ ２ ３ ４

４（HH）確認
３（H）　 〃
２（L）　 〃
１（LL）  〃
圧力表示

背面

SW1
V

I

ZERO SPAN

RANGE

U

D

U

W

U

W

SW3ZERO SPAN

（内部操作部）

ZERO調整トリマ

SPAN調整トリマ
スケーリング設定スイッチ 上限、下限動作モード設定スイッチ

上限、ウインド動作モード設定スイッチ

（Ｕ）（Ｗ）

アナログ出力
SPAN調整トリマ

アナログ出力
ZERO調整トリマ

電圧　電流入力設定スイッチ
（Ｖ） （Ｉ）

3 2 1

（Ｕ）（Ｄ）

SW4 SW5

本器の電源を  ON、OFF  するスイッチで、スイッチノブを“ON”表示の方向にスライドすると動作を開始し、センサ電源も供給されます。
入力信号（1～5V、4～20mA）に従って、圧力のデジタル表示を行います。ＳＥＴボタンを操作した場合は、設定トリマ（1～4）の設定値を表示します。
極性設定（ＰＯＬ）に従って、極性を表示します。出荷の時点では、正圧時は消灯、負圧時はマイナス（－）を表示するよう設定されています。
スイッチ出力（1～4）の設定値の確認を行うスイッチです。スイッチを１度押す毎に次の順序で切換を行います。

①POWER SW………………
②デジタル表示………………
③極性表示…………………
④SET SW…………………

SETスイッチを押すと、設定チャンネル表示のLEDランプ（緑）が点滅し、
そのチャンネルの設定値をデジタル表示します。

　　　　　デジタル表示の小数点位置の設定を行います。“ＯＮ”にすると点灯します。
ＰＯＬ……入力信号の正圧、負圧の扱いによって極性表示の設定を行います。

１ ２ ３ ４ ５ ６

ON

OFF

D.P POL

ディップスイッチ

３ ２ １

１ ．０ ．０ ．０ …………  （デジタル表示）

…………  （D.Pスイッチ番号）

D.P

ディップスイッチ

正　圧

負　圧

５ ６

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＮ

注）スイッチ５．６を両方とも“ＯＮ”又は“ＯＦＦ”にしないで下さい。

出荷時設定

⑤設定トリマ1～4…………
⑥設定チャンネル表示……
　（緑色ＬＥＤ）
⑦スイッチ出力表示………
　（赤色ＬＥＤ）
⑧小数点設定及び極性設定（Ｄ.Ｐ，ＰＯＬ）

ＳＥＴスイッチ操作により、圧力表示から設定表示に切換りますので、このトリマにより任意の値に設定します。
ＳＥＴスイッチを押した時、デジタル表示している設定チャンネルを表示します。

出力ＯＮ時、対応するチャンネルのLEDが点灯します。

§4. 各部の名称と機能
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§5. 校　正
本器は出荷時1～5V入力に対して0～1000表示となるよう校正されています。このため、定格圧力100kPa,1MPa等では、そのままの単位系で表示することができますが、4～20mA入力
での使用や、その他の単位系（たとえば760mmHg：医療器等で使用可）で表示させるためには校正が必要です。
本器では、圧力測定の確度（真の値からのズレ）には、接続する圧力センサの確度に本器のばらつきが加算されます。このため確度の高い計測を行うためには、圧力センサと本器を接
続して校正して下さい。また、長時間使用した場合にも初期の確度に戻すため、定期校正をおすすめします。

（２）内部操作部機能説明

出荷時点ではスイッチ　　に設定されています。
尚、スイッチを切換えた時は、ZERO調整を行って下さい。

ＲＡＮＧＥ

１２３

● ● ●

１

（RANGE）

……………… １２００～５６０

２ ……………… 　６００～２８０

３ ……………… 　３００～１４０

１

（フルスケールデジタル表示値）

V
SW1

I

①電圧、電流入力設定スイッチ………

②ZERO調整トリマ……………………

③SPAN調整トリマ……………………

④スケーリング 設定スイッチ………

入力信号が1～5Vの電圧入力又は4～20mA定電流入力を決める設定スイッチです。
出荷時点では、1～5V用に設定されています。

Ｖ……1～5V  電圧入力
Ｉ……4～20mA  定電流入力

デジタル表示のゼロ点を調整するトリマです。
圧力センサに印加する圧力がゼロの時、デジタル表示が“000”になるよう調整します。
出荷時点では入力信号が1Vの時、デジタル表示が“000”に調整されています。
デジタル表示のフルスケールを調整するトリマです。
圧力センサに印加する圧力が定格圧力の時、デジタル表示が定格圧力になるよう調整します。
出荷時点では入力信号が5Ｖの時、デジタル表示が“1000”に調整されています。
ＳＰＡＮ調整トリマと関連し、入力信号が1～5V又4～20mAの時、デジタル表示のフルスケール値を200～1000に設定するスイッチです。

⑤スイッチ動作モード設定……………本器は上限動作モード、上、下限動作モード及びウインド動作モードの機能があります。
スイッチ出力動作については、§1の（5）を参照して下さい。出荷の時点では、上限動作モードに設定されています。  

LL、L、H、HHが上限動作モードになります。

LL、Lが下限動作、H、HHが動作モードになります。

LLは、下限動作、HHは上限動作でLとHでウインド動作モードになります。
尚、LとH設定値は必ず絶対値で、L設定＋ヒステリシス幅（5digit）＜H設定値になるよう設定して下さい。
又、L出力は、常にOFFになります。

上、下限動作モード設定値のデジタル表示例

極性消灯：上限設定を意味している
マイナス表示：下限設定を意味している

（上限動作モード）

SW3 SW4 SW5

Ｕ Ｕ Ｕ

（上、下限動作モード）

SW3 SW4 SW5

Ｄ Ｕ Ｕ

（ウインド動作モード）

SW3 SW4 SW5

Ｄ W W

Ｕ  … 上限動作
Ｄ  … 下限動作
Ｗ  … ウインド動作

（1）（2）（3）（4）

（1）（2） （3）（4）

（1） （4） （2）（3）

例

-100 -200 300 400
LL L H HH
（1） （2） （3） （4）

ａ）

ｂ）

ｃ）

⑥4～20mA定電流アナログ出力
　ａ）ZERO調整トリマ…………………

　ｂ）SPAN調整トリマ…………………

アナログ出力のゼロ点を調整するトリマです。
圧力センサに印加する圧力が“ゼロ”の時、アナログ出力が“4mA”になるよう調整します。
出荷時点では入力信号が1Vのとき、アナログ出力が“4mA”に調整されています。
アナログ出力のフルスケールを調整するトリマです。圧力センサに印加する圧力が定格圧力の時アナログ出力が“20mA”になるよう調整します。
出荷時点では入力信号が５Ｖのとき、アナログ出力が“20mA”に調整されています。

《校正方法フロー》
開　始

機能の設定

ゼロ表示の調整

スパン表示の調整

ゼロ表示確認

完　了
OK

N.G
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１ ２ ３ ４ ５

＋ －V

OUT
V
COM.
＋

圧力センサ

シールド線

１ ２ ３ ４ ５

COM.

電流計

＋

圧力センサ

シールド線

A
＋ －

V

電圧計

この方法はセンサ出力電圧（電流）が校正されていることが前提です。
このためセンサ出力の微少なズレは補正されませんので、より正確な校正には（２）に述べる圧力標準を用いた方法を使って下さい。

（１）電圧又は電流値

①機能設定
　§4の（２）を参考に、使いたい機能に本器を設定しておきます。
②準　備
１～５Ｖ電圧出力型圧力センサの場合

本器の入力端子①と④間にセンサ出力が読めるように、直流電圧計を接続します。
4～20ｍＡ定電流出力型圧力センサの場合

本器の入力端子②とセンサ出力のＣＯＭ間に、センサ出力が読めるように直流電流計を接続します。
③通　電
配線を確認した後、電源を“ＯＮ”にします。センサに圧力が印加されていなければデジタル表示は“000”付近を表示します。
④ゼロ表示の調整
センサに圧力が印加されてないことを確認し、入力端子に接続した電圧計又は電流計の値を読み取ります。
この時デジタル表示が“000”とならない場合は、本器のZERO調整トリマで“000”にします。
⑤スパン表示の確認
ａ）1～５Ｖ電圧出力型圧力センサの場合
センサにフルスケールに近い圧力を印加します。この圧力を正確に計測できれば、この圧力値を用いて校正できるわけですが、ここでは、圧力計測ができないことを想定し、センサ
の出力電圧（1～5V）が校正されていることを基準にして、本器のスケーリング（校正）を行います。
センサの出力電圧を測定して、たとえば4.56Vとすると、スパン電圧は前記④で測定したゼロ電圧値（例えば1.00V）を引いて
　　　4.56－1.00＝3.56V
定格圧力が100kPaでスパン電圧が４Vのセンサであれば現在の印加圧力は
　　　3.56×100／4＝89kPa
と計算されます。
この時、本器デジタル表示が89kPaになるようSPAN調整トリマで調整します。
ｂ）4～20mA定電流出力型圧力センサの場合
前記ａ）と同様に圧力を印加し、センサの出力電流を測定して、たとえば18.24mAとすると、スパン電流は前記④で測定したゼロ電流値（例えば4.00mA）を引いて
　　　18.24－4.00＝14.24mA
定格圧力が100kPaでスパン電流が16mAのセンサであれば、現在の印加圧力は
　　　14.24×100／16＝89kPa
と計算されます。
この時、本器のデジタル表示が89kPaになるようSPAN調整トリマで調整します。
⑥単位系の変更
本器には、スケーリング機能がありますので、他の単位系に変更できます。前述の④～⑤の手順でゼロ、スパンの確認を行います。
前述の例では89kPaであることが、算出されています。これをmmHgに変換する場合は、kPaとmmHgには、
　　　100kPa＝750.1mmHg
の関係がありますから、89kPaは、
　　 （89／100）×750.1＝667.6mmHg
です。
従って、本器のスパン調整用トリマを回して、表示が668となるようにします。尚、スケーリングができない場合はスケーリング設定スイッチを一段下げます。次に、圧力をゼロに
して表示が0となる様にゼロ調整用トリマで合わせます。スパン調整を行うと、ゼロも若干変動するためです。次に、再度圧力を加えスパン調整を行います。このようにスパン調整
とゼロ調整を繰り返して、希望の表示となる様に合わせます。
⑦完　了
以上で簡易校正が終了です。
・小数点の位置を確認します。
・点灯位置が違う場合は、§．４の（１）－⑧を参考に合わせます。
・付属の単位表示ラベルを表示パネルに貼って下さい。

圧力値を正確に知ることができる場合、圧力センサを含め校正することができます。
校正する場合には、圧力計測は必要とする確度より、十分高い確度で行う必要があります。

（２）圧力計測による校正

①準　備
前項で示した手順①～④によりゼロ調整までを済ませて下さい。
②スパンの調整
圧力発生器から定格圧力に近い圧力を発生させます。そしてこの圧力を基準の圧力計で計測します。この圧力に対して本器の表示を校正します。
たとえば、発生した圧力が98.1kPaとすれば、本器の表示が98.1となるように本器のスパン調整用トリマを回して下さい。その後もう一度、圧力ゼロで０となることを確認します。
③スパンの調整（他の単位系でのデジタル表示）
圧力発生器から定格圧力に近い圧力を発生させます。そして、この圧力を基準の圧力計で計測します。この圧力計が使用する単位系で表示されていれば、この表示値に本器の表示を
合わせます。たとえば、基準の圧力計が726mmHgと表示されていれば、本器の表示も726に合わせます。
別の単位系で計測された場合には、単位換算します。たとえば、計測値が98.1kPaでこれをmmHg表示するには、100kPa＝750.1mmHg
ですから
　　　 （98.1／100）×750.1＝735.8mmHg
本器の表示が736となる様に本器のスパン調整用トリマで調整します。
尚、スケーリングができない場合は、スケーリング設定スイッチを一段下げます。次に、圧力ゼロにして表示が０となる様にゼロ調整用トリマで合わせます。スパン調整を行うと、
ゼロも若干変動するためです。
このようにスパン調整とゼロ調整を繰り返して、希望の表示になる様に合わせます。



電源ラインにノイズが入るとデジタル表示が変動したり、誤動作する原因になりますので、電源ラインの引き回しに注意して下さい。
また、外部に誘導ノイズ源がある場合、ノイズ源と本器を分離し、電磁シールド、静電シールドの対策を行って下さい。

ａ）圧力センサとの接続線は、できるだけ短くし、他の信号線や電源線と離して下さい。
ｂ）配線には、シールド線を用いて下さい。シールド線の処理は、圧力センサ用端子の 5（ＣＯＭ）に接続して下さい。（§．３　端子結線）参照

ウインド動作モードにおいて、ＬとＨの設定値は、必ず絶対値でＬ設定値＋ヒステリシス幅（５digit）＜Ｈ設定値になるよう設定して下さい。

ａ）出力端子に負荷を接続しないで直接電源と接続すると過大電流が流れ、スイッチ出力のトランジスタが破損します。又、出力端子の出力とＣＯＭを逆接続した場合も同様です。
ｂ）スイッチ出力の最大負荷は、DC30Ｖ 100mAです。30Vを越える電圧や、100mAを越える電流を、トランジスタの出力とＣＯＭ間に加えないで下さい。
ｃ）出力にリレーやソレノイドなど誘導負荷を継ぐ時には、サージ電圧吸収回路を入れて下さい。

6

§6. 取扱いの注意

④完　了
以上で校正が終了です。
・小数点の位置を確認します。
・点灯位置が違う場合は、§４（１）－⑧を参考に合わせます。

（３）4～20mA定電流アナログ出力の校正
①準　備
ａ）電圧校正の場合

アナログ出力端子に負荷抵抗 250Ω（できるだけ精度の良いもの）を接続し、その両端に直流電圧計を接続します。
ｂ）電流校正の場合

アナログ出力用端子に直流電流計を接続します。
§５の（１）、（２）の簡易校正又は、圧力計測による校正の手順により、デジタル表示のゼロ調整及びスパン調整を完了させます。
②アナログ出力のＺＥＲＯ調整
圧力センサの印加する圧力が“ゼロ”の時、電圧校正の場合は1.00V（4mA×250Ω）になるようアナログＺＥＲＯの調整トリマを調整します。又、電流校正の場合は、4.00mAになる
よう調整します。
③アナログ出力のＳＰＡＮ調整
デジタル表示のスパンは校正済みですからデジタル表示がフルスケール（定格圧力）になるまで圧力を印加したとき、電圧校正の場合は5.00V（20mA×250Ω）になるよう、アナログＳ
ＰＡＮ調整トリマを調整します。又、電流校正の場合は20.00mAになるよう調整します。
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（２）圧力センサとの接続

（３）スイッチ設定

（４）スイッチ出力と負荷の接続

§7. 保証および免責事項に関して
1）本製品の保証期間は、ご指定場所に納入後１年間とさせて頂きます。なお、ここでいう保証は納入された製品単体の保証に限るもので、電池などの消耗品についてはこの範囲外とさせて頂
きます。また各製品には、耐久回数（圧力サイクル）など定めているものがありますので、各営業所にご確認下さい。

2）保証期間中に本製品に弊社側の責による故障・損傷が生じた場合、その製品の交換又は修理を無償にて速やかに行わせて頂きます。なお、ここでの保証は、本製品単体の保証を意味するも
のであり、本製品の故障により誘発される損害は、保証対象範囲から除外します。

3）次の項目に該当する場合、保証の対象範囲から除外させて頂きます。
　・故障がカタログ、取り交わした仕様書などに記載された以外の条件、環境、取扱いに起因する場合
　・納入後に弊社以外による改造・調整・修理がなされている場合
　・納入時における科学・技術に関する知見によっては予見する事ができなかった場合
　・災害等不可抗力に起因する場合

（５）連成圧のセンサは非対応のため、ご使用になれません。
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ダイオード又はバリスタ


